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３
月
１
日
開
会
の
第
１
回
定
例
会
に
提
案
さ

れ
た
議
案
は
、
条
例
３
件
、
議
員
発
議
２
件
、

令
和
３
年
度
補
正
予
算
９
件
、
令
和
４
年
度
当

初
予
算
８
件
、
決
議
案
２
件
、
陳
情
１
件
の
合

わ
せ
て
25
件
で
し
た
。

　
う
ち
、
補
正
予
算
８
件
は
初
日
に
全
会
一
致

あ
る
い
は
賛
成
多
数
で
可
決
。
条
例
３
件
と
当

初
予
算
８
件
は
、
３
月
２
日
の
本
会
議
で
提
案

さ
れ
、
各
委
員
会
審
査
を
経
て
、
18
日
の
最
終

日
に
全
会
一
致
あ
る
い
は
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
日
は
決
議
案
１
件
を
全
会
一
致
で

可
決
。
18
日
の
最
終
日
は
、
追
加
提
案
の
補
正

予
算
１
件
の
ほ
か
、
議
員
発
議
に
よ
る
「
深
川

市
議
会
会
議
規
則
」
と
「
深
川
市
議
会
議
員
の

議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
」

の
一
部
改
正
を
提
案
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
可
決

し
た
ほ
か
、
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
定
例
会
の
会
期
中
に
提
出
の
あ

っ
た
陳
情
１
件
を
総
務
経
済
常
任
委
員
会
に
付

託
し
、
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
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各会計総額 328 億 7,641 万円
うち一般会計 194 億 2,000 万円

第
１
回
定
例
会

議
案
・
審
議
結
果
の
あ
ら
ま
し 

新年度の予算が
決まりました 可

決
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議会が特に審査を深めたものや、新規・重点事業の一部を紹介
Pick Up
一般会計

予算審査特別委員会 での審査経過
　３月２日の本会議で、全議員で構成する予算審査特別委員会を設置
し、今回は北村議員が委員長に、宮澤議員が副委員長に就任し、４日
間の委員会審査を行いました。
　本年の委員会はコロナ禍にあるため各会計の予算説明は書面配付と
しましたが、各委員は予算書や補足資料に基づき所管から聞き取りを
行い、理解を深めるとともに疑問点を整理しました。その後、3月14
日、15日、16日の議場での委員会においては211項目にわたる質疑を
行い、各会計について討論・採決を行いました。
　３月18日の本会議において北村委員長より、一般会計、国民健康保
険特別会計、後期高齢者医療特別会計、病院事業会計の４件が賛成多
数、そのほかの４件については全会一致で「原案のとおり可決すべきもの」との委員会報告が
行われました。

コウノトリ応援プランの拡充
健やかな妊娠と出産を迎え、安心
して子育てができるよう応援する
ことを目的に事業を拡充します。

2,720万円
開村130年・市制施行60年記念事業
深川市は開村130年・市制施行60
年の節目の年を迎えるにあたり、
記念事業を実施します。

400万円
新庁舎建設事業の推進
環境に配慮した機能等を持つ庁舎
として、令和５年度の開庁を目指
して、引き続き整備を進めます。

32億4,964万円

複合施設整備の検討開始
「中央公民館」と「バスターミナ
ル」の複合施設の整備について、
具体的な検討を開始します。

200万円
学校の学習環境の向上
令和４年度より市内小中学校に換
気機能付きエアコン及び電子黒板
・大型モニターを整備します。

6,921万円
縄文遺跡を活用した地域振興プロジェクト
縄文遺跡「国指定史跡 音江環状列
石」の周辺環境整備と誘客事業な
どのＰＲ活動に取り組みます。

1,500万円

ゼロカーボン実現に関する
施策検討事業の推進
先進的な取組の調査と地球温暖化
に関する機運の醸成を図ります。

25万円
火葬場建設事業の推進
令和４年度より新火葬場建設に向
け、現地測量・地質調査・基本設
計・実施設計などに着手します。

2,871万円

会　計　名 予算額(万円)

特            

別

介護保険 225,000
国民健康保険 303,400
後期高齢者医療 41,900
農業集落排水 19,300

下水道 90,300
企  

業
水道 82,200
病院 583,541

北村予算審査特別委員長
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■ 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍

事
侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議

感
染
症
か
ら
市
民
や
事
業
者
を
守
る

　１月24日開会の第１回臨時会及び３月１日開会の第１回定例会において、新型コロナウイ
ルスの感染拡大を防止するとともに、感染拡大の影響を受けている地域経済や市民生活の支
援などのための各事業費が計上された令和３年度一般会計補正予算（第10・11号）を可決し
ました。事業の中から主なものを紹介します。
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第１回
定例会

第１回
臨時会

新型コロナウイルス感染症関連予算を含む
補正予算案を可決

Pick Up
補正予算

賛
成
多
数

　売上が減少している市内飲食店等の事業
者に対して、事業の継続と雇用の維持を促
進することを目的に応援金25万円を支給す
るものです。

　３回目新型コロナワクチン接種の接種間
隔を前倒しして実施するほか、11歳から５
歳までの小児に対するワクチン接種を実施
するものです。

新型コロナワクチン接種事業 深川市飲食店等
事業継続応援金

︻
決　
　

議
︼

︵
以
下
、
決
議
文
要
旨
︶

　
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
主
権
を
侵
害
し
、
国
際
関
係

に
お
い
て
武
力
に
よ
る
威
嚇
ま
た
は

武
力
の
行
使
を
慎
む
こ
と
を
求
め
た

国
連
憲
章
に
も
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
事
態
は
法
の
支
配
に
基
づ
く

国
際
秩
序
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
り
、

そ
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
暴

挙
で
あ
る
。

　
深
川
市
議
会
は
、
日
本
国
憲
法
が

掲
げ
る
平
和
主
義
の
理
念
を
堅
持

し
、
世
界
の
全
て
の
国
と
あ
ら
ゆ
る

地
域
に
お
け
る
紛
争
の
解
決
手
段
と

し
て
の
暴
力
行
為
の
一
切
を
認
め
な

い
。
日
本
政
府
が
国
際
社
会
に
向
け

て
平
和
的
解
決
の
た
め
に
必
要
な
措

置
を
と
る
こ
と
を
支
持
す
る
。

※補正予算　年度当初の予算（当初予算）に、追加・その他の変更を加えるために提出される予算

全
会
一
致

総額 2,041 万円 総額 2,250 万円
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︻
条　
　

例
︼

︻
発　
　

議
︼

※賛成＝○、反対＝●、鶴岡恵司議長は採決に加わりません。

■ 

深
川
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
「
看
護
職
員
等

処
遇
改
善
事
業
実
施
要
綱
」
が
定
め
ら
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
市
立
病
院
に
勤
務
す
る

看
護
職
員
を
対
象
と
し
た
特
殊
勤
務
手
当

を
新
設
し
、
月
額
４
千
円
を
基
準
と
し
て

当
該
手
当
を
支
給
す
る
も
の
で
、
令
和
４

年
２
月
１
日
に
遡
及
し
て
適
用
す
る
も
の

で
す
。

■ 

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
本
市
の
財
政
事
情
等
を
考
慮
し
、
令
和

元
年
６
月
18
日
か
ら
引
き
下
げ
て
い
る
期

末
手
当
の
役
職
加
算
の
率
に
つ
い
て
、
令

和
４
年
度
か
ら
本
来
の
支
給
率
に
戻
す
た

め
、
本
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
本
市
の
財
政
事
情
等
を
考
慮
し
、
令
和

元
年
６
月
18
日
か
ら
引
き
下
げ
て
い
る
期

末
手
当
の
役
職
加
算
の
率
に
つ
い
て
、
令

和
４
年
度
か
ら
本
来
の
支
給
率
に
戻
す
た

め
、
本
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

■ 

深
川
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

　
標
準
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
会
議
や
委
員
会

へ
の
欠
席
事
由
等
の
明
文
化
及
び
請
願
に

係
る
押
印
規
定
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、

本
規
則
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

■ 
深
川
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
し
き
れ
な
か

っ
た
案
件
は
Ｈ
Ｐ

で
確
認
で
き
ま
す
。

議 員 名（ 議 席 番 号 順 ）
議
決
結
果
▼

佐
々
木
一
夫

辻
本　
　
智

山
本　
時
雄

北
村　
　
薫

大
前　
昭
代

田
畑　
陽
美

太
田　
幸
一

松
本　
雅
祐

宮
澤　
孝
司

近
沢　
弘
幸

小
田　
雅
一

鶴
岡　
恵
司

田
中　
昌
幸

北
名　
照
美

第１回
臨時会

令和３年度深川市一般会計補正予算
（第10号） ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ― ○ ● 可決

第１回
定例会

令和４年度深川市一般会計予算 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ― ○ ● 可決

令和４年度深川市国民健康保険特別会計
予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ● 可決

令和４年度深川市後期高齢者医療特別会
計予算 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ● 可決

令和４年度深川市病院事業会計予算 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ― ○ ● 可決

令和３年度深川市一般会計補正予算
（第11号） ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 可決

全
会
一
致

全
会
一
致

全
会
一
致

全
会
一
致議決結果
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　令和３年12月７日の委員会設置後、令和４年１月24日の第２
回委員会では、所管から第六次深川市総合計画検討案などの資
料説明を受けた後、２月８日から10日までの３日間にわたり、
関係所管の部課長出席のもと各委員が191項目にわたる質疑を行
い、最終回となった３月10日の第６回委員会では、前回委員会
から修正のあった内容やパブリックコメントの状況等を確認し
ました。
　その後、３月18日の第１回定例会最終日において、小田委員
長が委員会での調査経過と概要を報告し、本特別委員会におけ
る調査を終了しました。

総合計画調査特別委員会の調査を終了

Pick Up
総合計画

　全国的に新型コロナウイルスの感染が拡大状況に
あり、市内においても感染者が増加傾向にあること
から、令和４年１月24日の第１回臨時会終了後に、
第４回深川市議会新型コロナウイルス感染症対策
会議を開催しました。会議では市の対策本部から、
市内の感染状況や抗原検査キット配付事業等の対
応状況の説明を受け、各議員は不明な点や改善点
を確認しました。

　新型コロナウイルス感染症対策会議を開催

Pick Up
感染症対策

　市では、深川駅周辺の中心市街地の活性
化や市民生活の向上を図り、良好な市街地
環境となるよう、中央公民館とバスターミ
ナルの複合施設の整備について具体的な検
討を開始することとしており、市議会とし
ても、基本計画策定に積極的に関わり、施
設機能や利便性を充実させるため、３月18
日の第１回定例会最終日に複合施設整備特
別委員会を設置しました。

　 複合施設整備特別委員会を設置

Pick Up
複合施設整備

■委 員 長　宮澤　孝司
■副委員長　北村　　薫
　小田　雅一　　田中　昌幸
　田畑　陽美　　松本　雅祐
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一　般　質　問

太
お お た

田幸
こういち

一 議員
「新政クラブ」

中
央
公
民
館
移
転
時
の
対
応

幅
広
く
意
見
を
伺
い
議
論
す
る

　令和４年３月31日付けで、新政クラ
ブから会派解散届が提出され、一部の
委員会及び会派の構成が以下のとおり
変更になりました。

　議会運営委員会　 　　　》》　
 ■委 員 長　近沢　弘幸
 ■副委員長　松本　雅祐
　 小田　雅一　　田畑　陽美　
　 宮澤　孝司

　広報編集委員会　 　　　》》　
 ■委 員 長　北村　　薫
 ■副委員長　大前　昭代
　 小田　雅一　　松本　雅祐　
　 北名　照美　　太田　幸一
　 辻本　　智　　佐々木一夫

　会派の構成　 　　　　　》》　
■公政クラブ（４人）

　小田　雅一　　近沢　弘幸　
　鶴岡　恵司　　北村　　薫

■民主クラブ（３人）

　大前　昭代　　田畑　陽美　
　田中　昌幸

■令和公明クラブ（３人）

　宮澤　孝司　　松本　雅祐　
　山本　時雄

■一人会派「日本共産党」
　北名　照美
■一人会派「新政クラブ」
　太田　幸一
■一人会派「モ・レラ（静かな風）」
　辻本　　智
■一人会派「護憲クラブ」
　佐々木一夫

Q　
中
央
公
民
館
を
Ｊ
Ｒ
深

川
駅
周
辺
へ
移
転
す
る
計
画

を
進
め
る
に
当
た
り
、
現
施

設
が
所
在
す
る
丸
の
内
町
内

会
や
近
隣
の
花
園
町
内
会
等

の
住
民
理
解
を
得
る
た
め
、

ど
の
よ
う
に
議
論
を
進
め
る

考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
伺

う
。　

A　
複
合
施
設
整
備
の
検
討

に
当
た
っ
て
は
、
市
民
で
構

成
す
る
検
討
委
員
会
の
設
置

を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
市

議
会
を
は
じ
め
、
中
央
公
民

館
利
用
サ
ー
ク
ル
や
バ
ス
事

業
者
な
ど
の
各
関
係
機
関
団

体
に
も
幅
広
く
意
見
を
伺
う

こ
と
で
、
よ
り
よ
い
施
設
と

な
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
議
論
を
進
め
る
中
で
、

関
係
町
内
会
に
関
し
て
も
、

適
切
な
時
期
に
説
明
し
、
意

見
を
伺
う
な
ど
、
丁
寧
な
対

応
に
努
め
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
に
よ
る
賃
金
格
差

Q　
日
本
は
女
性
の
社
会
・

家
庭
・
政
治
等
の
格
差
を
示

す
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
が
１
５
６
か
国
中
１
２

０
位
で
あ
る
。
中
で
も
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
男
女
の
賃
金

格
差
な
ど
は
顕
著
に
表
れ
て

い
る
が
、
深
川
市
の
状
況
を

伺
う
。　

A　
市
が
独
自
に
実
施
し
て

い
る
令
和
元
年
度
深
川
市
労

働
基
本
調
査
の
結
果
で
は
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
う

ち
女
性
の
占
め
る
割
合
は
72

・
６
％
と
な
っ
て
お
り
、
雇

用
環
境
に
お
い
て
性
別
に
よ

る
格
差
が
解
消
し
き
れ
て
い

な
い
部
分
も
見
ら
れ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
本
市
で
は
育
児

休
業
取
得
支
援
事
業
や
地
域

産
業
雇
用
確
保
支
援
事
業
な

ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
国
や
北
海
道
の
労

働
施
策
の
周
知
に
努
め
る
と

と
も
に
、
雇
用
環
境
の
整
備

に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

育児休業取得支援
助成金制度：市HP

中央公民館

07 No.247

第１回定例会で行った11人の
議員の一般質問を紹介します。

 委員会・会派構成
（令和４年４月１日現在）
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大
おおまえ

前昭
あ き よ

代 議員
「民主クラブ」

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
支
援
を

他
市
の
取
組
な
ど
を
研
究

深川市男女共同参
画計画：市HP

チャイルドシート

一　般　質　問

宮
みやざわ

澤孝
た か し

司 議員
「令和公明クラブ」

こ
ど
も
食
堂
に
対
す
る
支
援

ど
ん
な
支
援
が
行
え
る
か
検
討

Q　
こ
ど
も
食
堂
の
活
動
は
、

民
と
民
の
連
携
が
主
で
は
あ

る
が
、
行
政
の
信
用
力
を
生

か
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機

能
に
よ
る
、
地
域
と
の
連
携

や
運
営
場
所
、
材
料
等
の
支

援
が
必
要
と
思
う
が
、
活
動

支
援
に
つ
い
て
市
の
考
え
を

伺
う
。

A　
全
国
、
全
道
に
多
数
あ

る
こ
ど
も
食
堂
は
、
主
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
が
運
営
し
て
い
ま
す
が
、

運
営
会
場
や
運
営
活
動
費
の

確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
設

置
に
向
け
た
具
体
的
な
動
き

が
出
て
き
た
場
合
は
、
運
営

場
所
や
材
料
等
の
あ
っ
せ
ん

な
ど
の
支
援
、
高
齢
者
の
介

護
予
防
サ
ロ
ン
と
の
連
携
も

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
他

市
の
事
例
、
補
助
制
度
な
ど

も
参
考
に
、
市
と
し
て
ど
の

よ
う
な
支
援
が
行
え
る
か
検

討
し
ま
す
。

窓
口
手
続
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
仕
組
み

Q　
庁
舎
建
て
替
え
を
機
に

窓
口
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
取

り
組
み
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
。
本
市
も
利
用
者
に

優
し
い
窓
口
に
つ
い
て
研
究

す
る
と
し
て
い
た
が
、
窓
口

手
続
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
仕
組
み

を
伺
う
。　

A　
市
役
所
の
窓
口
で
行
う

手
続
の
多
く
は
申
請
書
の
記

載
が
必
要
で
、
そ
の
申
請
書

の
記
載
を
補
助
す
る
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
自
治
体
が
少

し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

北
見
市
で
は
、
職
員
が
対
面

で
確
認
し
な
が
ら
申
請
書
の

作
成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
、
手
続
に
係
る
時
間
や
待

ち
時
間
を
解
消
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い

て
も
今
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
含

め
、
よ
り
よ
い
窓
口
業
務
の

在
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

北海道の子どもの
居場所：北海道HP

ICT化された窓口のイメージ
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一　般　質　問

Q　
新
生
児
か
ら
着
用
が
義

務
化
さ
れ
て
い
る
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
は
、
レ
ン
タ
ル
も

購
入
も
多
く
の
費
用
が
か
か

る
。
道
路
交
通
法
を
遵
守
し

子
供
の
命
を
し
っ
か
り
と
守

る
た
め
に
も
、
助
成
等
の
支

援
が
必
要
と
思
う
が
考
え
を

伺
う
。　

A　
幼
児
等
を
交
通
事
故
の

被
害
か
ら
守
る
た
め
に
も
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
重
要

性
は
十
分
認
識
し
て
お
り
、

令
和
元
年
の
警
察
庁
の
調
査

に
よ
る
と
１
歳
未
満
の
使
用

率
が
約
88
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
子
供
の
安
全
を
考
え
る

と
、
さ
ら
な
る
使
用
率
の
向

上
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
普
及

状
況
や
他
市
の
取
組
な
ど
を

注
視
し
、
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
な

ど
の
適
正
使
用
や
使
用
率
の

向
上
と
あ
わ
せ
て
、
助
成
等

の
支
援
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
く
考
え
で
す
。

早
期
に
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
導
入
を

Q　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
カ
ッ
プ
ル

の
関
係
を
婚
姻
に
次
ぐ
も
の

と
し
て
認
定
す
る
、
地
方
自

治
体
に
よ
る
取
組
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
が
全
国
で

も
広
が
っ
て
い
る
。
現
段
階

で
最
大
の
人
権
保
護
ツ
ー
ル

と
思
う
が
、
導
入
の
考
え
を

伺
う
。　

A　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方
々
に
対
す
る
正

し
い
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

現
時
点
で
は
、
制
度
を
導
入

す
る
考
え
は
持
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
深
川
市
男
女
共
同
参

画
計
画
の
計
画
期
間
が
令
和

４
年
度
で
終
了
と
な
る
こ
と

か
ら
、
国
や
北
海
道
の
動
向

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な

計
画
の
策
定
作
業
の
中
で
、

先
進
事
例
の
調
査
や
関
係
団

体
等
の
意
見
も
い
た
だ
く
な

ど
し
て
、
引
き
続
き
研
究
し

て
い
く
考
え
で
す
。

佐
さ さ き

々木一
か ず お

夫 議員
「新政クラブ」

※会派名は３月３日時点

市
立
病
院
問
題
は
収
賄
罪
で
は

収
賄
罪
成
立
と
は
考
え
な
い

Q　
問
題
の
録
音
が
自
分
だ

と
認
め
た
こ
と
は
、
公
務
員

の
要
求
と
利
害
関
係
者
の
受

諾
に
当
た
り
、
収
受・請
託・

便
宜
供
与
も
関
係
な
く
単
純

収
賄
罪
が
成
立
す
る
が
、
刑

事
訴
訟
法
に
よ
る
市
と
し
て

の
刑
事
告
発
の
遂
行
義
務
を

伺
う
。

A　
市
の
調
査
委
員
会
の
報

告
書
で
は
、
総
合
的
に
判
断

す
る
と
チ
ケ
ッ
ト
の
授
受
は

な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と

報
告
さ
れ
て
お
り
、
不
正
な

職
務
の
見
返
り
と
し
て
の
性

質
は
な
く
、
単
純
収
賄
罪
が

成
立
す
る
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
刑
事
訴
訟
法

で
、
官
吏
ま
た
は
公
吏
は
そ

の
職
務
を
行
う
こ
と
に
よ
り

犯
罪
が
あ
る
と
思
料
す
る
と

き
は
告
発
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

犯
罪
性
は
な
い
と
考
え
て
い

る
の
で
刑
事
告
発
は
検
討
し

て
い
ま
せ
ん
。

診
療
放
射
線
課
管
理

職
員
の
虚
偽
に
処
分

Q　
犯
罪
で
あ
る
か
は
別
に

し
て
も
、
市
の
調
査
に
よ
り

問
題
管
理
職
員
の
最
低
二
つ

の
虚
偽
報
告
は
明
ら
か
で
、

人
事
院
の
指
針
に
明
文
化
さ

れ
た
処
分
対
象
・
加
重
処
分

の
対
象
と
な
り
、
停
職
・
免

職
等
の
重
大
処
分
対
象
で
は

な
い
か
。

A　
公
務
員
倫
理
の
違
反
行

為
に
当
た
る
と
気
づ
い
た
日

の
特
定
に
誤
り
が
あ
っ
た
こ

と
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
友
人

か
ら
公
務
員
倫
理
に
反
す
る

旨
の
忠
告
を
受
け
、
管
理
課

職
員
と
も
チ
ケ
ッ
ト
の
授
受

は
不
適
切
な
行
為
で
あ
る
旨

を
話
し
て
い
た
こ
と
は
確
認

で
き
て
い
ま
す
。
記
憶
が
曖

昧
で
、
日
付
の
特
定
な
ど
に

不
備
が
あ
り
ま
す
が
、
証
言

自
体
は
変
え
て
お
ら
ず
、
虚

偽
報
告
と
は
捉
え
て
い
な
い

の
で
、
懲
戒
処
分
の
指
針
が

示
す
処
分
や
加
重
に
は
当
た

ら
な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

深川市立病院診療
放射線課に関する
調査委員会：市HP

深川市立病院
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山
やまもと

本時
と き お

雄 議員
「令和公明クラブ」

総
合
体
育
館
使
用
料
の
見
直
し

使
用
料
減
額
は
考
え
て
い
な
い

深川市総合体育
館：市HP

深川市総合体育館

一　般　質　問

田
た ば た

畑陽
は る み

美 議員
「民主クラブ」

男
女
共
同
参
画
計
画
に
つ
い
て

次
期
計
画
を
令
和
４
年
度
策
定

Q　
第
３
次
男
女
共
同
参
画

計
画
の
策
定
に
向
け
た
取
組

を
進
め
る
中
で
、
こ
れ
ま
で

も
行
わ
れ
て
い
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
等
は
、
広
く
市
民
の

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
大
切
で
あ
る
。
策
定
に
向

け
た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
伺
う
。

A　
計
画
策
定
に
向
け
た
今

後
の
予
定
は
、
令
和
４
年
の

夏
頃
ま
で
に
市
民
意
識
調
査

を
終
え
、
秋
頃
ま
で
に
は
計

画
素
案
の
作
成
に
入
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

進
捗
状
況
に
あ
わ
せ
て
、
関

係
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た
７

人
の
委
員
で
構
成
す
る
市
民

推
進
委
員
会
の
開
催
、
市
議

会
の
所
管
事
務
調
査
な
ど
を

通
じ
て
意
見
を
い
た
だ
き
、

冬
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
市
民
の
声
を
反

映
さ
せ
た
上
で
、
令
和
４
年

度
中
に
次
期
計
画
を
策
定
す

る
考
え
で
す
。

ふ
か
が
わ
シ
ー
ド
ル

知
名
度
向
上
の
取
組

Q　
ふ
か
が
わ
シ
ー
ド
ル
は
、

数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
認
め

ら
れ
て
い
る
が
、
知
名
度
が

上
が
ら
な
い
。
外
に
発
信
す

る
と
と
も
に
、市
内
ス
ー
パ
ー

等
で
も
受
賞
の
ポ
ッ
プ
を
添

付
す
る
な
ど
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ

も
必
要
と
思
う
が
市
の
考
え

は
。

A　
シ
ー
ド
ル
を
本
市
の
特

産
品
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た

め
、
市
内
販
売
店
へ
の
売
り

込
み
に
も
力
を
注
い
で
お
り
、

現
在
は
市
内
４
か
所
の
大
型

ス
ー
パ
ー
で
シ
ー
ド
ル
を
取

ふかがわシード
ル：市HP

ふかがわシードル

り
扱
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。ま
た
、商
品
の
写
真
デ
ー

タ
な
ど
を
販
売
店
や
卸
売
事

業
者
に
提
供
し
、
ポ
ッ
プ
な

ど
を
作
成
し
て
い
た
だ
い
た

事
例
が
あ
る
の
で
、
他
の
販

売
店
等
に
も
そ
う
し
た
対
応

を
相
談
す
る
ほ
か
、
様
々
な

広
報
媒
体
の
有
効
活
用
も
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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一　般　質　問

Q　
コ
ロ
ナ
禍
で
公
共
施
設

が
休
館
と
な
る
中
、
高
齢
者

の
方
は
様
々
な
活
動
に
参
加

し
て
体
力
づ
く
り
に
励
ん
で

い
る
。
収
入
は
年
金
の
み
の

方
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、

総
合
体
育
館
の
個
人
使
用
料

を
減
額
す
る
考
え
に
つ
い
て

伺
う
。

A　
高
齢
者
を
含
む
一
般
の

方
の
総
合
体
育
館
の
個
人
使

用
料
金
は
、
１
５
０
円
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
利
用
も
可

能
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
金

額
は
他
市
と
比
較
し
て
も
、

施
設
の
規
模
や
機
能
を
考
慮

し
て
も
、
比
較
的
安
価
な
料

金
設
定
と
考
え
て
お
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
使
用
料
の
減
額

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。な
お
、

総
合
体
育
館
は
１
５
０
０
円

で
12
回
利
用
で
き
る
回
数
券

も
あ
り
、
日
常
的
に
利
用
さ

れ
る
方
は
回
数
券
の
活
用
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

過
去
10
年
の
水
田
と

畑
の
面
積
の
推
移

Q　
近
年
、
農
業
者
の
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
さ
ら
に

後
継
者
不
足
と
追
い
打
ち
を

か
け
ら
れ
て
い
る
現
状
で
あ

る
。過
去
10
年
間
に
お
け
る
、

水
田
と
畑
地
の
状
況
及
び
離

農
件
数
等
を
含
め
た
内
容
を

詳
し
く
伺
う
。

A　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ

る
と
、
平
成
22
年
の
耕
地
面

積
は
水
田
が
８
５
６
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
樹
園
地
を
含
む
畑

が
２
３
４
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

合
計
１
万
９
０
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
令
和
２
年
の
耕
地
面
積

は
水
田
が
８
５
０
５
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
樹
園
地
を
含
む
畑
が

２
４
０
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
合

計
１
万
９
０
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
28
年
度
か
ら
令
和
２
年

度
ま
で
の
離
農
件
数
は
63
件

で
、
こ
の
う
ち
58
件
が
高
齢

等
に
よ
る
労
働
力
不
足
の
た

め
離
農
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

農
地
が
引
き
続
き
利
用
さ
れ

る
よ
う
努
め
ま
す
。

北
き た な

名照
て る み

美 議員
「日本共産党」

内
部
告
発
者
と
録
音
の
評
価

作
成
経
過
不
明
判
断
で
き
な
い

Q　
市
立
病
院
診
療
放
射
線

課
で
、
野
球
チ
ケ
ッ
ト
の
要

求
メ
ー
ル
を
告
発
し
た
公
益

通
報
者
の
行
動
を
ど
う
受
け

止
め
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

私
が
公
表
し
た
、
利
害
関
係

が
あ
る
事
業
者
と
の
会
話
の

録
音
を
ど
う
位
置
づ
け
て
い

る
の
か
。

A　
プ
ロ
野
球
観
戦
チ
ケ
ッ

ト
に
関
す
る
市
立
病
院
事
務

部
長
へ
の
通
報
に
つ
い
て
は
、

勇
気
を
持
っ
て
申
し
出
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

事
業
者
と
の
会
話
を
録
音
し

た
こ
と
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

こ
の
音
声
記
録
が
ど
の
よ
う

に
録
音
さ
れ
た
の
か
を
調
査

委
員
会
と
し
て
も
調
べ
ま
し

た
が
、
提
供
さ
れ
た
方
か
ら

の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き

ず
、
こ
の
音
声
記
録
の
作
成

経
過
な
ど
に
関
す
る
情
報
が

不
明
の
た
め
、
録
音
に
対
す

る
評
価
は
判
断
で
き
な
い
も

の
で
す
。

生
活
保
護
利
用
者
の

暖
房
機
器
の
買
換
え

Q　
生
活
保
護
を
利
用
し
て

い
る
方
の
中
に
は
、
暖
房
機

器
を
更
新
す
る
費
用
が
な
く
、

古
い
ス
ト
ー
ブ
を
使
い
続
け

て
い
る
人
も
い
る
が
、
熱
効

率
も
悪
く
、
火
災
の
危
険
も

あ
る
。
買
換
え
を
希
望
す
る

場
合
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

A　
暖
房
機
器
買
換
え
の
購

入
費
は
、
生
活
保
護
制
度
に

よ
る
各
種
扶
助
の
支
給
対
象

と
は
な
ら
ず
、
日
常
生
活
に

必
要
な
生
活
用
品
は
原
則
、

保
護
費
を
や
り
く
り
し
て
計

画
的
に
購
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
家
電
製
品
な
ど
の
生

活
必
需
品
等
を
購
入
す
る
た

め
に
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付

制
度
を
活
用
し
た
場
合
、
そ

の
貸
付
資
金
は
収
入
認
定
し

な
い
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

急
な
出
費
で
購
入
費
が
賄
え

な
い
場
合
な
ど
は
、
生
活
福

祉
資
金
を
活
用
し
購
入
し
て

い
た
だ
く
よ
う
説
明
し
て
い

ま
す
。

深川市立病院診療
放射線課に関する
調査委員会：市HP

調査報告書
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田
た な か

中昌
まさゆき

幸 議員
「民主クラブ」

学
童
保
育
の
昼
食
を
給
食
に

保
護
者
の
要
望
を
把
握
し
検
討

学童保育：市HP

給食のイメージ

一　般　質　問

近
ちかさわ

沢弘
ひろゆき

幸 議員
「公政クラブ」

国
に
よ
る
農
業
政
策
の
見
直
し

オ
ー
ル
北
海
道
で
対
応
す
る

Q　
国
は
水
田
活
用
の
直
接

支
払
交
付
金
の
見
直
し
案
を

示
し
、
今
後
５
年
間
で
一
度

も
米
の
作
付
を
行
わ
な
い
農

地
を
交
付
対
象
外
と
す
る
と

発
表
し
た
。
地
域
に
と
っ
て

も
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
市
の
今
後
の
対
応
を

伺
う
。

A　
北
海
道
農
政
部
は
、
今

回
の
見
直
し
に
対
し
て
オ
ー

ル
北
海
道
で
対
応
す
る
た
め
、

関
係
機
関
に
よ
る
連
絡
会
議

を
既
に
設
置
し
て
お
り
、
こ

の
連
絡
会
議
の
下
に
４
つ
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設

置
し
、
水
稲
や
畑
作
物
の
生

産
へ
の
影
響
な
ど
、
課
題
の

共
有
や
対
応
策
等
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、

今
後
関
係
機
関
・
団
体
と
十

分
連
携
し
情
報
収
集
に
努
め

る
と
と
も
に
、
連
絡
会
議
に

対
し
必
要
な
対
応
を
要
望
す

る
な
ど
適
切
な
対
応
に
努
め

る
考
え
で
す
。

相
続
未
登
記
農
地
と

所
有
者
不
明
農
地

Q　
土
地
所
有
者
の
転
居
・

死
亡
後
の
手
続
が
一
度
滞
る

と
、
次
の
相
続
者
へ
の
権
利

移
譲
が
複
雑
に
な
り
、
農
地

で
あ
れ
ば
耕
作
放
棄
地
と
な

る
懸
念
も
あ
る
。
本
市
の
相

続
未
登
記
農
地
と
所
有
者
不

明
農
地
の
扱
い
に
つ
い
て
伺

う
。

A　
市
外
在
住
の
農
地
所
有

者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
の

把
握
は
困
難
で
す
が
、
賃
貸

等
の
期
限
が
到
来
し
、
農
地

の
利
用
権
を
再
設
定
す
る
過

程
で
現
況
を
把
握
し
賃
貸
等

に
つ
な
げ
て
お
り
、
耕
作
放

棄
地
が
な
い
よ
う
尽
力
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
所
有
者
不

明
農
地
は
農
業
委
員
会
に
よ

る
共
有
者
の
探
索
や
公
示
手

続
等
を
経
た
上
で
あ
れ
ば
、

農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
賃

貸
借
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
の
担
い
手
等
か
ら
相
談

が
あ
っ
た
場
合
は
都
度
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

経営所得安定対策
：農林水産省HP

制度見直しの影響が懸念
される水田農業
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一　般　質　問

Q　
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休

業
時
の
学
童
保
育
は
８
時
か

ら
18
時
ま
で
運
営
さ
れ
、
昼

食
に
は
弁
当
を
持
参
し
て
い

る
が
、
保
護
者
か
ら
は
給
食

な
ど
が
あ
る
と
大
変
助
か
る

と
聞
く
。
運
営
法
人
と
の
協

議
や
要
望
調
査
等
の
考
え
を

伺
う
。

A　
保
護
者
の
負
担
軽
減
の

た
め
に
、
一
部
の
自
治
体
で

は
給
食
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、

札
幌
市
で
は
本
年
１
月
に
一

部
施
設
で
試
行
的
に
実
施
し
、

今
後
検
証
等
が
行
わ
れ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
本
市
に
お

い
て
は
、
施
設
の
支
援
員
等

の
事
務
負
担
増
や
、
給
食
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
所

な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、

今
後
、
運
営
法
人
の
考
え
を

聞
き
、
保
護
者
の
要
望
も
把

握
す
る
中
で
、
他
市
が
実
施

し
て
い
る
状
況
も
参
考
に
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
市
立

病
院
の
経
営
状
況
は

Q　
前
年
度
決
算
で
17
年
ぶ

り
に
累
積
不
良
債
務
が
解
消

さ
れ
た
、
市
立
病
院
の
２
０

２
１
年
度
経
営
状
況
と
決
算

見
込
み
、
あ
わ
せ
て
感
染
症

対
策
等
の
対
応
を
し
て
い
る

担
当
ス
タ
ッ
フ
の
ヘ
ル
ス
ケ

ア
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
状
況

を
伺
う
。

A　
２
０
２
１
年
度
の
決
算

で
病
院
事
業
収
益
は
51
億
３

３
０
０
万
円
と
な
る
見
込
み

で
、
事
業
費
用
よ
り
も
事
業

収
益
が
多
い
こ
と
か
ら
、
３

億
円
程
度
の
当
年
度
純
利
益

が
発
生
す
る
見
込
み
で
あ
り
、

資
金
不
足
に
つ
い
て
も
前
年

度
と
同
様
に
発
生
し
な
い
見

込
み
で
す
。
ま
た
、
感
染
症

対
応
に
従
事
す
る
ス
タ
ッ
フ

の
退
職
や
メ
ン
タ
ル
面
で
の

不
調
者
は
幸
い
に
も
発
生
し

て
お
ら
ず
、
定
期
的
な
抗
原

定
量
検
査
の
実
施
や
毎
日
の

体
温
管
理
等
の
健
康
管
理
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。

松
まつもと

本雅
まさひろ

祐 議員
「令和公明クラブ」

障
が
い
者
の
雇
用
創
出
の
支
援

法
律
の
趣
旨
を
踏
ま
え
研
究
す
る

Q　
市
が
発
注
す
る
公
共
施

設
の
清
掃
業
務
等
の
入
札
・

公
契
約
に
お
い
て
、
入
札
参

加
事
業
所
の
障
が
い
者
雇
用

の
状
況
を
評
価
に
入
れ
る
、

総
合
評
価
入
札
制
度
を
導
入

し
て
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

就
労
を
後
押
し
す
る
考
え
を

伺
う
。

A　
総
合
評
価
入
札
制
度
は
、

入
札
価
格
が
予
定
価
格
範
囲

内
の
者
の
う
ち
、
価
格
と
品

質
の
評
価
を
数
値
化
し
た
評

価
値
が
最
も
高
い
者
を
落
札

者
と
す
る
方
式
で
、
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
も

の
で
す
。
評
価
項
目
に
障
が

い
者
の
雇
用
を
設
定
し
た
総

合
評
価
方
式
を
導
入
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

清
掃
業
務
な
ど
で
の
導
入
や
、

現
状
の
入
札
制
度
で
も
可
能

な
方
法
に
つ
い
て
、
法
律
が

新
設
さ
れ
た
趣
旨
を
踏
ま
え

て
調
査
・
研
究
し
て
い
く
考

え
で
す
。　

が
ん
検
診
の
受
診
率

低
下
の
対
策
と
し
て

Q　
が
ん
は
早
期
発
見
・
治

療
が
重
要
で
、
若
い
人
ほ
ど

が
ん
の
進
行
が
早
く
、
検
査

の
遅
れ
は
命
取
り
に
な
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
受
診
控
え
す
る

人
の
た
め
に
、
電
話
で
相
談

で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
も
有
効
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

A　
市
で
は
、
が
ん
検
診
と

併
せ
て
受
診
可
能
な
特
定
健

診
の
案
内
を
年
２
回
個
別
に

送
付
し
、
電
話
や
窓
口
に
て

予
約
・
相
談
に
も
対
応
し
て

お
り
、
令
和
３
年
度
は
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
制
度
加
入

者
へ
受
診
券
を
送
付
す
る
な

ど
受
診
勧
奨
に
努
め
ま
し
た

が
、
受
診
率
向
上
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
も
多
く
の
方
に
受

診
い
た
だ
け
る
よ
う
、
令
和

４
年
度
も
電
話
勧
奨
を
は
じ

め
、
積
極
的
に
受
診
の
必
要

性
を
伝
え
て
受
診
率
向
上
に

努
め
て
い
く
考
え
で
す
。

がん検診：市HP
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掲
載
以
外
の
質
問
項
目

質
問
内
容
は
、
深
川
市
議
会
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
般
質
問
通
告
表
で
確
認
で
き
ま
す
。

深川市議会
YouTube
チャンネル

一般質問通
告表

一　般　質　問

辻
つじもと

本　智
さとし

 議員
「モ・レラ（静かな風）」

小
学
校
の
二
期
制
に
つ
い
て

よ
り
丁
寧
な
対
応
に
努
め
る

Q　
市
内
小
中
学
校
の
二
期

制
へ
の
移
行
に
当
た
り
、
教

育
現
場
で
は
学
習
評
価
の
方

法
な
ど
課
題
も
あ
る
。
保
護

者
と
市
民
に
対
す
る
丁
寧
な

説
明
が
必
要
で
あ
る
。
深
川

市
総
合
教
育
会
議
で
出
さ
れ

た
論
点
に
対
す
る
対
応
状
況

を
伺
う
。

A　
二
期
制
へ
の
移
行
は
、

保
護
者
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
説
明
し

理
解
を
得
る
中
で
進
め
て
い

る
ほ
か
、
令
和
３
年
度
の
導

入
校
に
は
教
職
員
や
保
護
者

の
意
見
等
を
報
告
し
て
も
ら

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
未

導
入
校
に
対
し
て
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
や
保
護
者
な
ど
に
説
明

す
る
ほ
か
、
学
校
だ
よ
り
で

お
知
ら
せ
す
る
な
ど
、
準
備

が
整
っ
た
学
校
は
令
和
４
年

度
か
ら
二
期
制
に
移
行
し
、

検
討
段
階
の
学
校
と
は
連
携

し
な
が
ら
、
よ
り
丁
寧
な
対

応
に
努
め
取
り
進
め
ま
す
。

自
治
体
二
酸
化
炭
素

排
出
ゼ
ロ
表
明
を

Q　
国
は
「
地
域
循
環
共
生

圏
」
の
考
え
を
示
し
、
複
数

の
自
治
体
が
連
携
し
た
地
域

経
済
の
循
環
型
発
展
を
目
指

す
取
組
を
提
唱
し
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
状
況
と
カ

ー
ボ
ン
ゼ
ロ
表
明
に
つ
い
て

伺
う
。

A　
市
内
全
体
で
の
太
陽
光

発
電
の
設
置
件
数
は
73
件
、

約
２
６
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

設
備
導
入
実
績
が
あ
り
、
こ

れ
ら
に
よ
る
電
力
量
は
一
般

家
庭
約
８
３
０
世
帯
分
と
推

計
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北

海
道
企
業
局
で
は
鷹
泊
ダ
ム

の
水
力
発
電
所
に
よ
り
、
約

１
万
８
０
０
世
帯
分
の
電
力

を
発
電
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
に
向
け
て
は
、

令
和
４
年
度
よ
り
先
進
地
の

取
組
状
況
を
調
査
し
、
施
策

の
推
進
方
向
を
検
討
す
る
考

え
で
す
。

深川市総合教育会
議：市HP

二期制に移行済みの深川
中学校
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■太田　幸一 議員
　・目に余るコロナ禍での国の場当たり対応について
　・国際的な『脱炭素』と『脱原発』の動きについて
　・『アベノマスク』の無駄遣い

■宮澤　孝司 議員
　・ふるさと納税について

■大前　昭代 議員
　・ピア・サポートという取組について
　・ジェンダー平等について

■佐々木一夫 議員
　・ 南富良野町「道の駅」工事で代表者が逮捕された、本市新庁舎地中熱工事請
　　負者である有我工業所について
　・診療放射線課管理職員２人の戒告処分は違法かつ無効では
　・ 録音行為が自由な発言を阻害、良好な職場環境に支障という調査報告書の記
　　載について
　・調査報告書のチケット授受がないことの立証責任について
　・市立病院問題職員の処分と自己証明について
　・岩見沢市との新庁舎建設費の比較について
　・北海道新幹線旭川延伸について

■田畑　陽美 議員
　・地域おこし協力隊について

■北名　照美 議員
　・新型コロナウイルス感染症の対応について
　・ジェンダー平等について
　・単純収賄罪について
　・市立病院問題に係る調査報告書について
　・市立病院問題の核心及び市長の責任について
　・農業行政について
　・「80・50 問題」の対応について
　・北海道の基幹道路開削の礎となった囚人労働者について

■近沢　弘幸 議員
　・成人年齢の引下げについて
　・町内会等が行っている防災訓練について

■田中　昌幸 議員
　・２０２１年度予算執行状況について

■松本　雅祐 議員
　・深川市における各種表彰について
　・障がい者の自立支援と雇用について
　・市立病院における総合診療医の育成と医療体制の構築について

■辻本　　智 議員
　・新型コロナウイルス感染症対応について
　・コロナ禍での市内経済への影響について
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深川市議会YouTube
チャンネル

深川市議会
　　　公式ホームページ

問合先：深川市議会事務局内

令和３年度政務活動費収支報告
　議員の調査研究等の活動に資するために必要な経費の一部として、議員１人当たり年額12万
円までを会派に対し政務活動費として交付することができます。
　令和３年度の各会派における政務活動費の収支内訳は以下のとおりです。

（単位：円）

会　派 収入
（交付限度額） 支 出 研修費（主な内容） 広報費 資　料

購入費

公　政
クラブ
[ ４人 ]

148,693
(480,000)

148,693
0

100,385

0 48,30811月２日
地方議会オンラインセミナー

「議員ができること」、「議会ができること」

民　主
クラブ
[ ３人 ]

29,591
(360,000)

29,591
0

21,278 8,313

令和公明
クラブ
[ ３人 ]

32,880
(360,000) 

32,880
0

32,880

0 0

７月７日～８日
全国地方議会サミット２０２１

「改革から変革へ　デジタルで議会が変革す
る」

１月 24 日
第３回全国市町村議会議員特別セミナー

「ヤングケアラー」
「いま、見つめなおすひきこもり」
「こども食堂と私たちの地域・社会」
「コロナに負けない！健幸都市のまちづくり」

新　政
クラブ
[ ２人 ]

225,136
(240,000)

225,136
0

0
225,136 0

日本共産党
[ １人 ] 120,000

(120,000)
120,000

0

0
120,000 0

モ・レラ
（静かな風）

[ １人 ]
114,900

(120,000)
114,900

0

30,000

0 84,900

７月５日
全国地方議員オンライン勉強会

「地方自治体における結婚支援事業の流れと
現状」

「婚活の目的や成果とは何か。地域の若者支
援としての目線を」

政務活動費

※政務活動費に充てることができる経費の範囲は条例等で定められています。
　実績報告書や収支報告書の詳細はホームページで確認できます。

政務活動費


